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午
後
１
時
か
ら
の
懇
親
会
に

先
立
ち
、
桜
修
館
の
副
校
長
先

生
の
案
内
に
よ
り
桜
修
館
校
内

の
充
実
し
た
諸
施
設
を
見
学
。

　

立
食
式
の
懇
親
会
は
、
各
期

入
り
乱
れ
て
の
交
歓
会
。
最
後

は
学
生
歌
、
記
念
祭
歌
を
合
唱

し
て
、
気
分
は
一
気
に
高
校
時

代
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

第
１
回「
八
雲
が
丘
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」を
開
催

民
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
な
り
ま
し

た
。
木
造
校
舎
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
プ
ー
ル
が
あ
っ
た
西
側
の
５

分
の
２
が
、
い
ま
は
桜
修
館
中

等
教
育
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歓
迎
式
典
と

　
懇
親
パ
ー
テ
ィ

　

パ
ー
シ
モ
ン
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー

ル
で
の
記
念
式
典
は
11
時
に
始

ま
り
、
ま
ず
全
員
で
校
歌
を
斉

唱
。
理
事
長
挨
拶
に
続
い
て
桜

修
館
・
金
田
校
長
よ
り
「
旧
制

府
立
高
、
都
大
附
高
、
桜
修
館

と
続
く
縦
の
絆
を
大
事
に
」
と

歓
迎
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
高
島
会
長

か
ら
は
現
在
の
桜
修
館
に
つ
い

て
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
「
八
雲
が
丘

に
学
ん
で
」
で
は
、
15
期
を
中

心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
期
に
関
わ
る

写
真
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
21
日
（
土
）、
初
め

て
の
「
八
雲
が
丘
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
企
画
は
、
卒
業
後
50

年
と
25
年
を
迎
え
た
都
大
附
高

卒
業
生
と
、
桜
修
館
の
卒
業
生

に
、
久
し
ぶ
り
に
八
雲
が
丘
に

帰
っ
て
き
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
で
す
。
今
回
は
都
大
附
高

15
期
と
40
期
、
桜
修
館
１
期
の

み
な
さ
ん
が
対
象
で
し
た
。

　
よ
う
こ
そ

　
八
雲
が
丘
へ

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
会

場
と
な
っ
た
「
め
ぐ
ろ
パ
ー
シ

モ
ン
ホ
ー
ル
」
は
、
か
つ
て
旧

制
府
立
高
校
以
来
の
校
舎
が

あ
っ
た
場
所
に
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
都
立
大
学
の
八
王
子
移

転
以
降
、
八
雲
が
丘
の
キ
ャ
ン

パ
ス
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

東
側
５
分
の
３
が
「
め
ぐ
ろ
区

　

来
年
は
、
16
期
、
41
期
、
桜

修
館
２
期
の
皆
さ
ん
を
お
招
き

し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

発行：東京都立大学
	 附属高等学校同窓会
〒152-0023	
東京都目黒区八雲	1-1-2
桜修館中等教育学校内

編集：同窓会報編集委員会

2016年	（平成28年）
1月15日

初のホームカミングデー	 	１
桜修館・十年目から未来へ	 ２
第３回「八雲が丘賞」	 ３
３年ぶりの総会報告	 ４
府立高校旧友会の足跡	 	４
事務局インフォメーション ５
第67回記念祭報告	 ６,７
懐かしの恩師、寄稿	 ８
寄稿、会則・細則の改定	 	９
同期会・クラス会・同好会	 １０,１１
訃報、会費納入のお願い	 １２

INDEX

記念式典は小ホールに椅子を並べて行われました。
大画面に高校生時代がよみがえります。

笠原、浜田両副校長先生に率いられて校内見学。
充実した施設、設備に感心しました。

最後に全員集合して記念撮影

都大附高１５期、４０期、桜修館１期合同の懇親会。
久しぶりの再会に話が弾みました。

2015宍戸.indd   1 2015/12/10   13:45



2

				

ま
す
力
強
く
受
け
継
い
で
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
理
事
長
の
熱
い
思
い
に

対
し
て
は
、
式
典
二
部
に
お
い

て
、
ク
ラ
マ
チ
・
記
念
祭
・
合

唱
コ
ン
の
幹
部
長
を
経
験
し
た

六
年
生
三
名
と
五
年
生
の
現
自

治
会
長
が
、「
自
由
と
自
治
を
受

け
継
ぐ
た
め
に
、
生
徒
み
ん
な

で
し
っ
か
り
と
考
え
行
動
し
て

い
こ
う
」
と
い
う
趣
旨
の
話
を

し
て
く
れ
た
の
で
、
在
校
生
の

心
に
響
い
た
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
祝
賀
会
に
は
、
旧
制
府

立
高
校
、
都
立
大
附
属
高
校
の

同
窓
生
の
皆
様
に
加
え
て
、
桜

修
館
の
一
期
・
二
期
の
卒
業
生

約
六
十
名
も
出
席
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
三
校
の
同
窓
生
が
初

め
て
そ
ろ
っ
た
会
合
と
な
っ
た

わ
け
で
す
。
桜
修
館
の
卒
業
生

諸
君
も
、
諸
先
輩
方
と
親
し
く

話
す
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き

大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
近
い

将
来
、
彼
ら
が
桜
修
館
の
同
窓

会
を
立
ち
上
げ
、
八
雲
が
丘
学

友
会
の
一
員
と
な
っ
て
、
共
に

　
　
　

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
都
立
大
学
附
属
高

等
学
校
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清

祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
十
月
十
日
に
、
め
ぐ
ろ

パ
ー
シ
モ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
桜
修
館
中
等
教
育

学
校
創
立
十
周
年
記
念
式
典
及

び
祝
賀
会
に
は
、
同
窓
会
の
皆

様
に
も
多
数
ご
出
席
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
宍
戸
理
事
長
か

ら
「
桜
修
館
の
生
徒
で
埋
め
尽

く
さ
れ
た
会
場
の
景
観
に
圧
倒

さ
れ
感
無
量
と
な
っ
た
」
と
い

う
賛
辞
か
ら
始
ま
り
、「
桜
修
館

の
創
立
十
周
年
の
向
こ
う
に
、

六
八
周
年
、
八
四
周
年
、
八
七

周
年
と
三
つ
の
周
年
が
あ
る
」		

　
「
八
雲
が
丘
に
流
れ
る
、
自
主

自
立
を
尊
ぶ
自
治
と
自
由
、
真

理
の
探
究
の
精
神
を
今
後
ま
す	

活
動
し
て
い
く
見
通
し
が
立
っ

た
気
が
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

桜
修
館
の
卒
業
生
諸
君
に
も
皆

様
か
ら
お
力
添
え
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
、
桜
修
館
の
現
況
に

つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
今

年
度
に
入
り
ま
し
て
、
雑
誌
等

の
取
材
や
各
地
の
学
校
か
ら
視

察
・
訪
問
の
依
頼
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
校
の
進

学
実
績
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま

　

昨
年
10
月
10
日
、
め
ぐ
ろ
パ
ー

シ
モ
ン
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
と

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
記
念

式
典
に
は
、
旧
制
府
立
高
校
同

窓
会
、
都
立
大
附
属
高
校
同
窓

会
か
ら
来
賓
と
し
て
11
人
が
出

席
。
同
窓
会
か
ら
は
理
事
長
が

で
取
り
組
ん
で
き
た
論
理
学
習

や
研
究
論
文
等
の
教
育
活
動
が

全
国
で
注
目
さ
れ
て
い
る
証
し

だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
六
年
生

の
五
期
生
の
諸
君
も
自
分
の
進

路
実
現
の
た
め
に
毎
日
頑
張
っ

て
お
り
、
一
期
生
か
ら
四
期
生

ま
で
の
進
路
実
績
と
変
わ
ら
な

い
結
果
を
出
し
て
く
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
前
期
弓
道
部

が
、
全
国
中
学
生
弓
道
大
会
で

女
子
団
体
準
優
勝
と
い
う
輝
か

し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
後

期
弓
道
部
も
、
東
京
都
新
人
大

会
で
男
子
が
団
体
優
勝
し
て
全

国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
水
泳
部

で
は
、
男
子
二
百
メ
ー
ト
ル
個
人

メ
ド
レ
ー
及
び
男
子
二
百
メ
ー

ト
ル
自
由
形
で
全
国
高
校
総
合

体
育
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
三
年
生
有
志
が
、
関

東
・
甲
信
越
地
区
中
学
・
高
校

デ
ィ
ベ
ー
ト
選
手
権
で
準
優
勝

し
て
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
、
前
期
・
後
期
生
徒
と
も
多

方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。　

　

結
び
に
、
今
年
が
都
立
大
学

附
属
高
校
同
窓
会
に
と
っ
て
、

益
々
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
長　

 

金
田　

喜
明

十
年
目
か
ら
未
来
へ

桜
修
館
創
立　

  

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
第
二
部
は
、

在
校
生
に
よ
る
10
年
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
記

念
演
奏
な
ど
で
、
大
い
に
盛
り

あ
が
り
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
引
き
続
き
、
小

ホ
ー
ル
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
祝
賀

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
お
酒
を

飲
め
る
年
齢
に
な
っ
た
桜
修
館

１
期
生
、
２
期
生
か
ら
も
多
数

の
参
加
が
あ
り
盛
会
で
し
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
会
場
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー

ラ
ス
な
ど
の
あ
と
、
学
生
歌

「
青
春
と
い
ふ
」、「
桜
修
館
に

贈
る
歌
」、
校
歌
「
嗚
呼
西
山

の
」
を
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。

10

大ホールを埋め尽くした桜修館全校生徒

式典第二部・吹奏楽部の記念演奏

学生歌「春といふ」合唱

旧制府立高の大先輩も 校長先生の締めに大きな拍手
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第
３
回
「
八
雲
が
丘
賞
」
は
、

桜
修
館
中
等
教
育
学
校
・
写
真

部
が
受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式

は
昨
年
９
月
７
日
、
第
67
回
記

念
祭
の
閉
祭
式
の
中
で
行
わ
れ
、

都
大
附
高
同
窓
会
か
ら
写
真
部

の
皆
さ
ん
に
、
表
彰
状
と
記
念

品
代
（
10
万
円
）
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
桜
修
館
の
生
徒

た
ち
の
優
秀
な
部
活
動
や
課
外

活
動
に
対
し
て
、
同
じ
八
雲
が

丘
で
学
ん
だ
都
立
大
学
附
属
高

校
の
同
窓
会
か
ら
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。
第
1
回
の
受
賞
は
日

本
文
化
部
の
茶
道
部
門
、
昨
年

の
第
２
回
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
部
の
み
な
さ
ん
が
受
賞
し
ま

し
た
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
変
え
た

写
真
撮
影
の
日
常

　
「
写
真
を
撮
る
」
と
い
う
行
為

は
、
今
や
あ
ま
り
に
日
常
的
な

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

こ
の
10
数
年
デ
ジ
タ
ル
化
が
急

速
に
進
み
、
ケ
ー
タ
イ
や
ス
マ

ホ
に
カ
メ
ラ
が
搭
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
い
わ
ば

「
個
人
的
記
録
」
と
し
て
の
役
割

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
ま
す
。
い
つ
も
持
ち
歩

い
て
い
て
、
す
ぐ
「
証
拠
写
真
」

が
撮
れ
る
、
そ
ん
な
時
代
に
な

り
ま
し
た
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
や
フ
ィ

ル
ム
付
き
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
の

登
場
は
、
写
真
撮
影
を
身
近
な

も
の
に
変
え
ま
し
た
が
、
デ
ジ

カ
メ
が
さ
ら
に
状
況
を
劇
的
に

変
え
ま
し
た
。

部
と
し
て
の
活
動
が

良
い
作
品
を
生
み
出
す

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
写
真
部

の
存
在
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
答
え
の
一

つ
が
受
賞
し
た
写
真
部
員
の
発

言
の
中
に
あ
り
ま
す
。

		「
写
真
部
で
学
校
行
事
を
撮
影

す
る
よ
う
に
な
り
、
良
い
写
真

を
撮
る
た
め
に
は
撮
影
す
る
相

手
と
良
い
関
係
を
築
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
」。「
前
期
と
後
期
の
生
徒
が

一
緒
に
活
動
す
る
の
で
、
年
齢

の
離
れ
た
人
同
士
で
交
流
で
き

る
こ
と
が
楽
し
い
」。

　

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
こ
と
は

ま
さ
に
孤
独
で
個
人
的
な
行
為

で
す
が
、
被
写
体
で
あ
る
相
手

と
の
関
係
や
部
員
同
士
の
つ
な

が
り
が
、
一
段
高
い
レ
ベ
ル
の

作
品
を
生
み
出
す
こ
と
。
こ
れ

が
部
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
の

大
き
な
意
味
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

高
い
水
準
の

写
真
部
の
作
品

　

写
真
部
員
の
作
品
は
、
な
か

な
か
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
言
え

ま
す
。
受
賞
理
由
の
ひ
と
つ
だ
っ

た
第
66
回
記
念
祭
の
「
色
と
光

の
サ
ー
カ
ス
展
」
は
高
い
企
画

力
と
技
術
力
を
見
せ
ま
し
た
し
、

昨
年
の
第
67
回
記
念
祭
の
展
示

「
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ　

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｅ
」
は
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み

で
し
た
。

　
「
写
真
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み

や
感
性
が
異
な
る
の
で
、
ど
う

評
価
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」

の
は
、
確
か
に
悩
み
と
言
え
ま

す
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
写
真

部
の
活
動
の
幅
の
広
さ
と
豊
か

さ
を
示
し
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

桜
修
館
と

都
大
附
高
を
結
ぶ
絆

　
「
八
雲
が
丘
賞
」
は
、
桜
修
館

と
都
大
附
高
同
窓
会
を
結
ぶ
絆

の
ひ
と
つ
で
す
。
ど
ん
な
活
動

が
受
賞
し
た
の
か
は
、
桜
修
館

を
知
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
来
年
は
ど
ん
な
活
動
が
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
受
賞
す
る
の

か
大
い
に
楽
し
み
で
す
。

第
３
回「
八
雲
が
丘
賞
」は
写
真
部
が
受
賞

受賞した写真部のみなさん。なぜか全員女子です

メインアリーナで行われた表彰式

表彰状と記念品代が贈られました

（日付が一日違っていました）
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る
件
を
原
案
通
り
可
決
。
今
年

度
は
10
月
～
３
月
の
変
則
半
年

と
な
り
ま
す
。
ほ
か
に
監
事
を

３
名
以
内
に
す
る
な
ど
の
修
正

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
会
費
の

改
定
に
関
す
る
理
事
会
決
定
の

報
告
を
確
認
し
ま
し
た
。
会
費

は
次
回
納
入
よ
り
年
２
０
０
０

円
と
な
り
、
３
年
会
費
、
終
身

会
費
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。	

（
詳

し
く
は
５
面
、
９
面
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
）

今
後
の
活
動
計
画

　

基
本
方
針
は
、
①
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
、
会
員
の
同
窓

生
と
し
て
の
活
動
を
支
援
す
る
、

②
旧
制
府
立
高
以
来
の
歴
史
、

伝
統
、
精
神
を
受
け
継
ぎ
桜
修

館
に
引
き
継
い
で
い
く
、
③
桜

修
館
の
教
育
の
向
上
、
発
展
に

寄
与
す
る
な
ど
社
会
的
に
意
義

あ
る
活
動
を
す
る
、
を
３
つ
の

柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
事
業
に
加

え
、
同
窓
生
に
よ
る
「
講
演
会

企
画
」、
課
外
授
業
「
よ
う
こ
そ

先
輩
（
仮
称
）
企
画
」
な
ど
、

同
窓
会
な
ら
で
は
の
企
画
を
実

現
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
名
簿

の
整
備
に
つ
と
め
同
期
会
、
ク

ラ
ス
会
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

な
ど
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

旧
制
府
立
高
校
の
同
窓
会
が
、

機
関
紙
「
八
雲
」
の
最
終
号
発

行
と
と
も
に
全
て
の
活
動
を
停

止
し
た
た
め
、
同
窓
生
の
動
静

を
伝
え
て
交
流
を
続
け
る
た
め

の
会
報
発
行
を
主
目
的
と
し
て
、

新
組
織
「
府
立
高
校
旧
友
会
」

を
設
立
し
て
か
ら
三
年
目
に
入

り
ま
し
た
。

発
足
時
に
一
五
四
名
だ
っ
た

会
員
は
、
逝
去
や
退
会
に
よ
り
、

現
在
で
は
遺
族
会
員
を
含
め
て

一
三
一
名
に
な
り
ま
し
た
が
、

毎
年
一
回
の
総
会
と
懇
親
会
の

他
に
、
初
年
度
に
は
房
総
バ
ス

ツ
ア
ー
を
、
二
年
度
に
は
終
戦

七
十
周
年
記
念
と
し
て
、
ソ
連

参
戦
の
密
約
を
い
ち
早
く
参
謀

本
部
に
打
電
し
な
が
ら
上
層
部

に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
悲
劇
の

生
き
証
人
を
招
い
て
講
演
会
を

催
す
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年

実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。　
　

　

会
の
規
約
で
は
毎
年
四
回
の

会
報
発
行
の
他
に
、
二
年
毎
の

会
員
名
簿
発
行
を
定
め
て
お
り
、

桜
修
館
や
八
雲
が
丘
学
友
会
の

動
向
も
伝
え
て
い
ま
す
。
会
が

最
終
的
に
解
散
す
る
時
に
は
、

残
余
資
産
を
八
雲
が
丘
学
友
会

に
贈
与
す
る
こ
と
ま
で
規
約
に

謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
回
の
総
会
は
、
生
憎
の

台
風
に
直
撃
さ
れ
、
半
数
近
い

無
断
欠
席
者
を
出
し
ま
し
た
が

決
算
や
予
算
案
な
ど
の
議
案
は

無
事
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

初
の
試
み
だ
っ
た
房
総
バ
ス

ツ
ア
ー
は
、
最
少
催
行
人
員
を

大
幅
に
下
回
る
参
加
者
だ
っ
た

た
め
に
、
会
か
ら
の
補
助
金
を

支
出
し
て
実
施
し
ま
し
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
の
見
学
や
海
鮮
料
理
で

全
員
大
満
足
で
し
た
。　

し
か
し
総
会
の
赤
字
と
バ
ス

ツ
ア
ー
の
補
助
金
支
出
に
よ
り
、

初
年
度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

に
は
、
大
穴
が
開
い
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
残
余
金

か
ら
十
万
円
の
ご
寄
附
を
頂
戴

し
て
、
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
し
、
会
長

か
ら
も
貸
付
金
の
返
済
を
免
除

し
て
頂
き
ま
し
た
。
総
会
に
も

バ
ス
ツ
ア
ー
に
も
参
加
さ
れ
ず

に
、
会
報
購
読
の
た
め
だ
け
に

黙
っ
て
年
会
費
を
払
っ
て
下

さ
っ
て
い
る
多
く
の
会
員
に
は
、

感
謝
の
ほ
か
有
り
ま
せ
ん
。　

　

会
報
に
は
都
大
附
同
窓
会
の

宍
戸
理
事
長
か
ら
も
、
何
度
か

投
稿
を
頂
い
て
お
り
、
旧
制
府

立
高
校
同
窓
生
と
そ
の
遺
族
だ

け
し
か
会
員
資
格
を
与
え
て
い

な
い
旧
友
会
で
す
が
、
同
じ
八

雲
が
丘
で
学
ん
だ
仲
間
と
の
連

絡
は
、
今
後
も
保
っ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

も
っ
て
い
ま
す
。

　

記
念
祭
に
は
、
同
窓
会
ル
ー

ム
「
八
雲
が
丘
の
集
い
」
を
毎

年
出
展
す
る
ほ
か
、
校
歌
、
学

生
歌
な
ど
を
歌
う
イ
ベ
ン
ト
を

旧
制
府
立
高
Ｏ
Ｂ
と
と
も
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
「
八
雲
が
丘
賞
」
は
、
桜
修
館

の
生
徒
に
よ
る
優
秀
な
部
活
動

や
課
外
活
動
に
対
し
て
、
都
大

附
高
同
窓
会
か
ら
贈
ら
れ
る
賞

で
す
。
２
０
１
２
年
に
創
設
さ

れ
、
昨
年
第
３
回
を
数
え
ま
し

た
。　

財
政
状
況
報
告

　

２
０
１
１
年
度
か
ら
導
入
し

た
会
費
は
、
３
年
間
で
３
年
会

費
の
納
入
が
約
１
４
０
０
名
、

終
身
会
費
の
納
入
が
２
５
０
名

で
し
た
。
終
身
会
費
を
積
立
金

に
準
じ
る
も
の
と
す
る
と
、
３

年
会
費
だ
け
で
は
経
常
費
用
の

３
４
０
万
円
に
は
１
１
０
万
円

ほ
ど
足
り
な
い
水
準
で
あ
り
、

今
後
の
納
入
会
員
増
が
不
可
欠

と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
則
・
細
則
改
定

　

現
在
の
10
月
～
９
月
の
会
計

年
度
を
、
４
月
～
３
月
に
改
め

　

昨
年
６
月
28
日
（
日
）、
桜
修

館
中
等
教
育
学
校
「
多
目
的
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
、
同
窓
会
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
２
０
１
２

年
４
月
以
来
、
３
年
ぶ
り
の
開

催
で
、
来
賓
の
桜
修
館
・
金
田

校
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
後
、
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。　

活
動
報
告
　

　

同
窓
会
活
動
の
ベ
ー
ス
と
な

る
会
報
は
、
年
１
回
Ａ
４
版
カ

ラ
ー
12
ペ
ー
ジ
を
発
行
し
て
お

り
、
最
近
号
の
部
数
は
会
員
へ

の
発
送
８
千
９
百
弱
、
恩
師
お

よ
び
桜
修
館
へ
の
配
布
が
３
百

弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

名
簿
の
管
理
に
関
し
て
は
、

会
員
総
数
１
４
３
５
０
名
の
う

ち
、
会
報
発
送
後
の
住
所
判
明

者
８
６
５
９
名
。
判
明
者
増
に

努
力
中
で
す
。

　
「
八
雲
が
丘
学
友
会
」
は
、
旧

制
府
立
高
、
都
大
附
高
、
桜
修

館
３
校
の
同
窓
会
相
互
の
交
流

を
図
り
、
桜
修
館
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
旧
制
以
来

の
知
的
財
産
、
伝
統
の
継
承
を

目
的
と
し
て
、
年
４
回
会
合
を

府
立
高
校
旧
友
会
の
足
跡

事
務
局
長   

山
田 

早
苗

３
年
ぶ
り
に

　
同
窓
会
総
会
開
か
れ
る
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2014年度決算報告
　２０１４（平成２６）年度の決算は、表Ⅱの通り単年度収支
で８９万円の赤字となりました。予算比では４３万円の収
入不足に対し、支出も３０万円の減です。今期は７６万円
の赤字予算を組んでいたため、結果的には予算に近い数字
となっています。
　現在、同窓会の必要経費は年間約３４０万円。内訳は、
会報制作・印刷・発送で２１０万円前後、記念祭を含む事業
費で約５０万円、コンビニ収納経費など管理費で約８０万
円です。これに対して今年度の会費収入は２３０万円でし
た。実質約１１０万円の不足です。

  ●会費規定の改定
　このたび会則・細則の会費規定が改定され、年会費	
２，０００円となりました。改定の最大の理由は、同窓会
運営に必要な３５０万円程度の会費収入を安定的に得るた
め、できるだけ納入していただきやすい形にするという点
にあります。近い将来、口座からの自動振替による納入も
できるようにいたします。
　同時に、名簿管理の複雑さを解消する意味合いもありま
す。現状は、会費未納入・３年会費既納入１年目・２年目・
３年目・４年目以降・終身会費既納入・納入免除、という複
雑な分類になっており、重複納入などの間違いも発生して
いました。
　今回の改定後も、すでに３年会費を納入された会員に対
しては、納入から３年が経過したのちに納入をお願いする
ことになります。また、すでに終身会費を納入済の会員に
対しては、今後も会費の納入をお願いしません。

  ●２０１４年度の会議ほか
２０１４年１１月　８日	 第１９回八雲が丘学友会
	 	１１月１１日	 ２０１３年度会計監査
２０１５年	１月２５日			 上期「理事・監事・評議員会議」
	 ２月２８日	 第２０回八雲が丘学友会
	 ４月１７日	 拡大常務理事会
	 ５月３０日	 第２１回八雲が丘学友会
	 ６月２８日	 下期「理事・監事・評議員会議」
	 	 定期総会
	 ７月２５日	 第２２回八雲が丘学友会
	 ８月１５日	 同窓会報編集委員会
	 ９月５・６日	 第６７回記念祭「八雲が丘の集い」出展
	 ９月	 ７日	 第３回「八雲が丘賞」表彰式

  ●２０１５年度役員
　理事長	 　　　宍戸　迪武　（１３期	）　　
　常務理事・会報編集委員長	　　　須田　大春　（			８期	）
　常務理事・事業担当	 　　　佐々木浩二　（１５期	）
　常務理事・会計、ホームページ゙担当	 	北原　久利　（１８期	）
　常務理事・名簿管理担当		 　　　石川　恵子　（３５期	）
　監事	 　　　簑原　利憲　（１１期	）
　監事		 　		川島　明彦　（２０期	）

事務局インフォメーション
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私
は
１
９
６
８
年
（
昭
和
43

年
）
７
月
か
ら
実
に
19
年
間
、

都
立
大
附
属
に
お
世
話
に
な
っ

た
。
幸
せ
と
い
う
べ
き
か
、
不

幸
と
い
う
べ
き
か
。
変
化
を
好

ま
な
い
性
格
が
災
い
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
昭
和
62
年
に
教

育
委
員
会
に
転
出
し
た
の
で
、

私
は
１
校
し
か
経
験
し
て
い
な

い
と
い
う
職
場
で
は
極
め
て
珍

し
い
経
歴
で
生
き
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。
当
時
は
、
他
の
学

校
で
は
あ
り
得
な
い
人
事
が
可

能
だ
っ
た
の
が
都
立
大
附
属

だ
っ
た
。

　

そ
れ
は
何
も
私
だ
け
で
は
な

い
。
最
長
は
斉
先
生
で
36
年
ら

し
い
。
他
に
も
国
語
の
小
野
先

生
、
体
育
の
工
藤
先
生
、
数
学

の
大
山
先
生
、
英
語
の
上
田
先

生
、
物
理
の
松
本
先
生
な
ど
は

い
ず
れ
も
25
年
以
上
で
あ
る
。

今
で
は
そ
ん
な
組
織
体
が
好
ま

し
い
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、
当
時
は
私
も
若
く
て
組
織

論
を
考
え
る
頭
も
な
く
、
日
々

の
都
立
大
附
属
の
学
風
に
す
っ

か
り
染
ま
っ
て
い
た
。
毎
年
変

化
す
る
多
様
な
生
徒
た
ち
と
の

触
れ
合
い
が
楽
し
く
、
悪
く
言

え
ば
の
ん
べ
ん
だ
ら
り
と
過
ご

し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
も
仕
方

が
な
い
。
そ
の
間
、
４
回
担
任

を
持
た
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

近
年
久
野
先
生
の
声
か
け
で
、

昭
和
45
年
～
50
年
当
時
に
都
立

大
附
属
で
同
僚
だ
っ
た
方
々
が

集
ま
り
懇
親
会
を
開
い
て
い
る
。

　

は
じ
め
は
シ
ェ
・
マ
ツ
モ
ト

で
行
わ
れ
、
30
人
近
く
が
集
ま
っ

た
。
そ
れ
は
楽
し
く
良
い
時
間

を
過
ご
し
た
。
そ
の
後
、
人
数

は
10
人
程
度
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
浅
草
や
日
比
谷
な
ど
で

集
ま
っ
て
い
る
。
前
回
は
、
喜

多
、
久
野
、
春
山
、
船
山
、
伊
東
、

吉
田
、前
澤
、甲
田
が
集
ま
っ
た
。

現
況
や
当
時
の
出
来
事
を
た
だ

た
だ
笑
顔
で
話
す
だ
け
の
時
間

で
あ
る
。
現
役
で
働
い
て
い
る

の
は
私
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
だ
。

　

私
の
こ
と
を
少
し
だ
け
記
し

て
終
わ
る
。
教
育
行
政
に
入
っ

て
、
三
鷹
市
で
４
年
、
東
京
都

で
９
年
お
世
話
に
な
り
、
都
立

南
多
摩
高
校
と
都
立
竹
早
高
校

で
７
年
間
校
長
を
や
ら
せ
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
間
、
図
ら
ず
も

東
京
都
の
校
長
会
長
、
全
国
の

校
長
協
会
長
を
や
る
は
め
に

な
っ
た
。
校
長
の
人
材
不
足
が

露
呈
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

退
職
後
、
縁
あ
っ
て
千
葉
に
あ

る
秀
明
大
学
学
校
教
師
学
部
の

大
学
院
時
代
か
ら
ア
メ
リ
カ

留
学
ま
で
の
十
年
間
の
研
究
課

題
を
調
べ
よ
う
と
古
い
段
ボ
ー

ル
を
あ
さ
っ
て
い
た
ら
、
附
属

高
校
図
書
館
報
第
五
号
昭
和

三
七
年
七
月
発
行
が
出
て
き
た
。

こ
の
号
は
「
特
集
･
現
代
と
科

学
」
で
あ
り
、
修
士
課
程
一
年

に
な
っ
た
ば
か
り
の
私
が
「
社

会
進
歩
と
科
学
」
と
い
う
文
を

寄
稿
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
誰
に

依
頼
さ
れ
た
の
か
覚
え
て
い
な

い
（
同
期
の
長
倉
伸
子
さ
ん
が

そ
の
頃
図
書
司
書
だ
っ
た
か
ら

彼
女
の
依
頼
の
可
能
性
が
強

い
）。
学
生
運
動
を
「
卒
業
」
し
、

勉
強
と
研
究
生
活
を
始
め
る
と

教
授
兼
教
育
研
究
所
長
と
し
て
、

現
在
も
フ
ル
タ
イ
ム
で
教
員
養

成
に
励
ん
で
い
る
。
４
年
間
、

中
央
教
育
審
議
会
委
員
を
務
め

た
こ
と
が
私
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
。
平
成
17
年
の
秋
の
園

遊
会
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
こ

と
は
一
生
の
思
い
出
で
あ
る
。

　

都
立
大
附
属
・
桜
修
館
同
窓

会
の
益
々
の
盛
隆
を
祈
り
ま
す
。

い
う
私
の
決
断
を
知
っ
て
い
た

先
生
か
友
人
が
推
薦
し
て
く
れ

た
の
だ
ろ
う
。

他
に
は
、
大
石
修
平
先
生
が

「
科
学
と
文
学
・
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ

ル
ヌ
」、
鈴
木
寛
男
先
生
が
「
数

学
と
美
術
」
を
書
か
れ
て
い
る
。

宮
下
博
善
先
生
の
「
参
考
書
案

内
・
化
学
に
つ
い
て
」
を
含
め
、

文
の
端
々
か
ら
時
代
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
六
二
年
と

い
う
「
六
〇
年
安
保
」
後
の
、

数
年
後
に
お
き
る
「
学
園
紛
争
」

「
七
十
年
安
保
」
前
の
時
代
で

あ
る
。
先
生
方
は
大
変
よ
く
勉

強
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
読

み
取
れ
る
。
高
校
生
の
都
賀
肇

君
は
、
写
真
集
「
原
爆
の
記
録
」

を
報
告
し
て
い
る
。
日
本
原
水

協
の
「
原
爆
白
書
」
に
ま
で
言

及
し
、
勉
強
ぶ
り
を
示
し
て
い

る
。
戸
坂
純
一
君
は「
蘭
学
事
始
」

の
読
書
会
を
報
告
し
、
良
沢
と

玄
白
の
蘭
学
に
対
す
る
態
度
の

違
い
を
論
じ
て
い
る
。
多
分
六

回
の
読
書
会
の
成
果
な
の
だ
ろ

う
。
大
石
先
生
の
文
で
は
、
モ

ス
ク
ワ
民
族
友
好
大
学
に
留
学

し
て
い
た
笹
尾
哲
夫
さ
ん
（
十
一

期
）
の
モ
ス
ク
ワ
報
告
も
触
れ

ら
れ
て
い
る
。
笹
尾
さ
ん
と
は
、

一
九
九
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
、

総
合
研
究
大
学
院
大
学
の
教
授

会
で
お
会
い
し
た
。
彼
は
天
文

台
か
ら
、
私
は
分
子
科
学
研
究

所
か
ら
出
席
し
て
い
た
。
彼
と

は
在
学
時
代
が
重
な
っ
て
い
な

い
が
互
い
に
記
憶
を
し
て
い
た
。

多
分
、
斉
正
子
先
生
を
通
じ
て

知
り
合
っ
た
の
だ
ろ
う
。		

		

「
社
会
進

歩
と
科
学
」

と
い
う
私
の

文
は
、
こ
の

二
、
三
年
前

に
出
版
さ
れ

た
ソ
連
の

本
「
二
一
世

紀
の
レ
ポ
ー

ト
」
を
論
じ

て
い
る
。
実
は
こ
の
本
に
つ
い

て
は
、
三
年
前
に
同
期
会
の
文

集
「
こ
の
一
年
」
に
か
な
り
肯

定
的
批
評
を
書
い
て
い
る
の
だ

が
、「
緑
陰
」
で
は
、
科
学
・
技

術
の
進
歩
を
単
純
に
謳
歌
す
る

こ
と
の
危
険
を
説
く
文
に
な
っ

て
お
り
、
私
自
身
の
進
歩
が
見

え
る
。

私
が
在
学
時
代
に
編
集
に
参

加
し
て
い
た
「
都
高
時
報
」
も

そ
う
だ
が
、
こ
の
「
緑
陰
」
も

時
代
を
生
き
生
き
と
知
る
資
料

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
化
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
公
開
し
た
い
も
の
だ
。
現
在

の
在
校
生
に
も
「
歴
史
」
を
実

感
し
て
も
ら
え
る
し
、
今
は
や

り
の
「
民
間
の
資
料
」
を
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
し
て
扱
う
現
代
史

研
究
に
も
資
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
同
窓
会
の
事
業
の
一
つ

に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

甲
田
充
彦
先
生
（
１
９
６
８
年
～
１
９
８
７
年
在
職
・
体
育
）

実
に
　
年
間

｢

緑
陰｣

図
書
館
報 

第
五
号

第
８
期
生    

岩
田
末
廣

寄 稿

懐かし の
恩 師
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月
、
有
名
な
「
メ
ー
デ
ー
事
件
」

が
あ
り
、
全
学
連
の
尻
馬
に
の
っ

た
そ
の
年
の
卒
業
生
と
上
級
生

の
20
名
ほ
ど
が
碑
文
谷
署
で
ひ

と
晩
泊
め
ら
れ
、
翌
日
凱
旋
？

し
た
光
景
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

み
ん
な
授
業
を
中
断
し
て
通
用

門
で
出
迎
え
た
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
僕
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
夢
中
で
、
と
い
っ
て
も
練

習
は
１
日
お
き
だ
っ
た
か
ら
練

習
が
な
い
日
は
映
画
館
に
入
り

び
た
り
だ
っ
た
。
勉
強
は
そ
っ

ち
の
け
だ
。

戦
時
中
中
断
さ
れ
て
い
た
欧

米
の
洋
画
が
ど
っ
と
輸
入
さ
れ

た
上
、
黒
澤
明
の
「
羅
生
門
」

が
ヴ
ェ
ニ
ス
で
金
獅
子
賞
を

と
っ
た
の
を
皮
切
り
に
日
本
映

画
の
黄
金
時
代
が
到
来
し
て
い

た
。
お
隣
自
由
が
丘
に
は
４
つ

の
映
画
館
が
あ
っ
た
し
、
大
岡

山
、
武
蔵
小
山
に
ま
で
足
を
伸

ば
し
た
。
午
後
の
授
業
を
す
っ

ぽ
か
し
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、

毎
日
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た
母

親
に
は
申
し
訳
な
い
こ
と
だ
っ

た
。
映
画
狂
い
は
、
の
ち
に
浪

人
し
て
も
続
き
、
異
性
に
目
覚

「
あ
あ
西
山
の
雲
は
れ
て
…
」

昭
和
二
十
六
年
春
入
学
し
た

僕
は
無
事
年
月
を
経
て
こ
の
２

月
満
八
十
歳
に
な
る
。
学
制
改

革
で
都
立
大
附
属
高
校
が
誕
生

し
て
の
入
学
生
と
し
て
は
２
回

生
で
あ
る
。

通
用
門
か
ら
入
っ
て
左
側
に

グ
ラ
ン
ド
が
広
々
と
ひ
ろ
が

り
、
本
校
（
大
学
）
校
舎
に
続

い
て
右
側
引
っ
込
ん
だ
と
こ
ろ

に
体
育
館
、
突
き
当
た
り
に
可

愛
ら
し
い
赤
い
屋
根
の
校
舎
が

あ
っ
た
。
規
模
も
１
学
年
男
子

１
０
０
、
女
子
５
０
と
新
校
舎

に
ふ
さ
わ
し
く
こ
ぢ
ん
ま
り
し

て
い
た
。

中
学
時
代
学
校
新
聞
を
編
集

し
て
い
た
僕
は
高
校
で
も
と
考

え
て
い
た
が
そ
の
希
望
は
入
学

早
々
断
念
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
こ

の
新
聞
は
平
和
思
想
一
色
で
心

身
と
も
に
お
く
て
だ
っ
た
僕
に

は
つ
い
て
行
け
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
昼
休
み
の
校
庭
に
は

「
ベ
ル
リ
ン
ア
ピ
ー
ル
」「
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
ア
ピ
ー
ル
」
の
署
名

を
勧
誘
す
る
上
級
生
の
声
が
飛

び
交
っ
て
い
た
。
２
年
生
の
５

め
る
こ
と
で
終
止
符
を
打
っ
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
斉
正
子
先

生
に
勧
め
ら
れ
て
部
に
入
っ
た
。

旧
制
の
ラ
ス
ト
、
新
制
の
１
回

生
の
先
輩
方
が
鍛
え
て
下
さ
り
、

３
年
の
春
の
都
大
会
で
は
３
位

と
な
り
水
戸
で
開
か
れ
た
関
東

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
軽
井
沢
で
の
夏
季
合
宿
が

懐
か
し
い
が
、
今
思
う
と
当
時

の
部
活
動
は
全
て
先
輩
と
生
徒

に
よ
る
自
主
運
営
で
あ
り
、
学

校
当
局
が
一
切
関
与
し
な
か
っ

た
の
は
都
立
伝
統
の
自
主
・
独

立
精
神
の
現
れ
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
О
Ｂ
に
な
っ
て
女
子
バ
レ
ー

部
の
合
宿
の
時
も
付
き
添
い
は

わ
れ
わ
れ
先
輩
だ
け
で
、
学
校

関
係
者
が
一
人
も
同
行
し
な

か
っ
た
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
だ
。

バ
レ
ー
部
で
の
先
輩
た
ち
と

の
交
流
は
練
習
だ
け
で
な
く
、

夕
飯
後
は
コ
ン
パ
と
な
り
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
や
名
指
し
ゲ
ー
ム
な

ど
頭
の
遊
び
も
あ
り
、
床
を
敷

い
て
横
に
な
っ
て
か
ら
も
「
友

情
と
は
な
に
か
」「
人
生
と
は
？
」

な
ど
の
会
話
が
寝
る
ま
で
続
い

た
。
そ
れ
は
唯
一
遠
征
し
た
水

戸
の
宿
で
も
お
な
じ
だ
っ
た
。

優
れ
た
先
輩
た
ち
の
こ
う
し
た

演
出
は
都
立
の
運
動
部
で
も
珍

し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ

れ
は
、
戦
時
中
か
ら
こ
れ
ら
先

輩
た
ち
の
心
身
の
面
倒
を
み
て

来
ら
れ
た
亡
き
斉
正
子
先
生
の

教
え
が
も
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

“
自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
”
府

立
高
校
創
立
以
来
の
伝
統
を
戦

後
ま
で
引
き
継
が
れ
た
同
先
生

の
ご
尽
力
に
は
感
謝
す
る
ば
か

り
だ
。

高
校
を
選
ぶ
と
き
、
戦
前
派

の
父
が
こ
の
学
校
の
自
由
の
気

風
を
評
価
し
た
も
の
か
、
昔
の

学
制
に
な
ら
っ
て
都
立
な
ら
東

大
を
は
じ
め
と
す
る
旧
帝
大
に

進
学
が
容
易
だ
と
考
え
違
い
を

し
た
も
の
か
今
と
な
っ
て
は
不

明
だ
が
、“
ま
っ
す
ぐ
な
大
人

に
な
れ
た
”
と
い
う
意
味
で
か

け
が
え
の
な
い
青
春
時
代
で
は

あ
っ
た
。

　

土
屋
純
夫（
４
期
）

寄 稿

あ
の
こ
ろ

第 ５ 章　　支部・委員会
第２３条（設置）第２４条（届け出）第２５条（支部会）＜略＞　
付　則 
1、規程にない項目については、理事会により細則を定めることができる。
2、本会則は、平成24年１０月1日より施行する。
3、本則第２２条は、移行期間として平成２７年１０月１日に始まり翌３月３１日に終る
　  ６か月を１会計年度として扱い、翌４月１日より本則通り扱うものとする。＜追加＞

＜細　則＞
第１条（事務所の所在地、正式名称）
第２条（八雲が丘学友会）
第３条（会費）　会員の会費は年間２，０００円とする。特別会員は会費を免除する。 
 ＜旧＞特別会員は会費を免除し、通常会員のみ年会費とする。
 　　金額は３年間５，０００円、終身会費３０，０００円とする。
第４条（経費の支出） 第５条（常務理事会）　第６条（常務理事会の構成）　
第７条（予算・決算等会計事項）　第８条（事務局員）　第９条（支部、委員会の設置）
第１０条（名簿の管理）　第１１条（会報）　
第１２条（ホームページ）
付則 1、本細則の変更、改廃は理事会により行う。
  2、 細則の規定にない事項は、常務理事会または理事長の決裁による。
  3、本細則は平成２４年１０月１日より施行する

＜会　　則＞　2015（平成27）年6月28日改定
第 １ 章　　総
第１条（名称）　第２条（目的）　第３条（事業）　第４条（所在地）＜略＞
第 ２ 章　　組　織
第５条（会員、特別会員）＜通常会員とあるのを会員とする＞＜略＞
第６条（役員）  ①理事長１名　②顧問２名以内　③監事３名以内　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜旧＞監事１名
  ④常務理事若干名　⑤理事原則各期１名    ⑥評議員各級１名以上。
第７条理事長、監事、および常務理事は理事会で選任する。
 対外的には理事長は会長、常務理事は副会長と称することがある。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜赤字部分追加＞
第８条（理事）第９条（評議員）第１０条（任期３年）＜略＞
第 ３ 章　　会　務
第１１条（理事長）第１２条（理事会）第１３条（監事）第１４条（評議員）　
第１５条（評議員会）第１６条（総会）第１７条（総会事項）＜略＞
第１８条（総会、役員会の議事）＜中略＞　
 但し会則の変更を採決するには出席会員の３分の２以上の多数を要する。
第１９条（事務局）＜略＞　
第 ４ 章　　会　計
第２０条 （収入と経費） 第２１条 （会計、監査） ＜略＞
第２２条本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌３月３１日に終る。
 　　　　　　　　　　　＜旧＞毎年１０月１日に始まり翌９月３０日に終る

会則、細則の改定部分  （変更部分は赤字で示してあります）

東京都大会３位。旧体育館前で記念撮影
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同期会・クラス会・同好会レポート

都
大
附
高
の
面
目
躍
如
。
ネ
パ
ー
ル
の
エ
ベ

レ
ス
ト
街
道
、
大
地
震
の
話
題
も
あ
り
ま
し

た
。
喜
多
先
生
よ
り
の
寄
贈
本
の
抽
選
会
で

盛
り
上
が
り
、
最
後
は
都
大
附
高
生
に
戻
っ

て
の
記
念
祭
歌
、
校
歌
の
大
合
唱
。

　

次
回
幹
事
蹴
球
部
を
紹
介
し
、
全
員
集
合

写
真
撮
影
で
お
開
き
。
ま
こ
と
に
さ
わ
や
か

で
、楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。（
武
山
伸
昭
・
記
）

　

日
時
：
２
０
１
５
年
２
月
21
日（
土
）

　

会
場
：
ザ・サ
ク
ラ
ダ
イ
ニ
ン
グ・ト
ウ
キ
ョ
ウ

　

参
加
者
：
１
１
７
名

第
23
期
の
「
還
暦
同
期
会
」
は
、
１
１
７

名
の
参
加
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
11
月
８
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
比
谷
公
園
近
く
の
シ
ー
ボ
ニ
ア
・
メ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
例
年
ど
お
り
の
会
場
で
す
。

参
加
者
は
33
人
で
し
た
が
、
物
故
者
が
26

人
、
消
息
不
明
の
方
も
か
な
り
の
数
で
す
の

で
、
ま
ず
は
盛
会
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
欠

席
者
に
は
体
調
を
崩
し
て
こ
れ
ら
な
い
方
も

い
ま
す
が
、「
孫
の
世
話
や
他
の
都
合
と
日
程

が
重
な
っ
て
残
念
な
が
ら
」
と
い
う
方
も
多

い
の
で
、
27
年
度
は
も
っ
と
増
え
る
で
し
ょ

う
。
今
年
に
な
っ
て
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
３
人
の
冥
福
を
祈
っ
て
献
杯
の
あ

と
賑
や
か
に
歓
談
、
互
い
の
近
況
を
報
告
し

合
い
、
来
年
の
再
会
を
約
し
て
解
散
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
尾
元
宏
・
記
）

　

日
時
：
２
０
１
５
年
６
月
６
日
（
土
）

　

会
場
：
自
由
が
丘
「
フ
ラ
ン
ネ
ル
」

　

参
加
者
：
48
名

２
年
毎
の
同
期
会
も
、
各
部
持
ち
回
り
幹

事
で
、
蹴
球
、
音
智
、
排
球
、
籠
球
・
天
気
・

美
研
、
卓
球
・
水
泳
・
生
物
、
山
岳
・
硬
庭

と
続
き
、
今
回
の
野
球
・
新
聞
・
社
研
で
ほ

ぼ
一
巡
。
１
２
０
名
へ
の
案
内
状
も
戻
り
な

し
。
黙
祷
（
卒
業
後
20
名
）
の
あ
と
、
母
校

報
告
。
恒
例
の
挨
拶
で
は
、教
科
書
採
択
の
話
、

九
条
の
会
で
の
活
動
、
石
垣
島
で
の
放
射
能

測
定
、国
会
前
反
原
発
、反
戦
争
法
の
話
な
ど
、

　

日
時
：
２
０
１
５
年
５
月
22
日（
金
）

　

会
場
：
つ
ば
め
グ
リ
ル
品
川
駅
前
店

　

参
加
者
：
35
名

４
期
生
の
集
い
２
０
１
５
は
今
年
も
「
つ

ば
め
グ
リ
ル
品
川
駅
前
店
」
に
お
い
て
５
月

22
日
に
開
催
、
35
名
が
集
ま
っ
た
。
案
内
葉

書
の
総
数
は
１
０
５
名
だ
っ
た
の
で
ち
ょ
う

ど
３
分
の
１
が
出
席
し
た
こ
と
に
な
る
。

前
回
の
直
前
に
Ｂ
組
の
服
部
秀
樹
さ
ん
が

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
が
、
今
回
も
出
席
の

ご
返
事
を
い
た
だ
い
て
い
た
Ａ
組
斉
藤
雄
一

さ
ん
が
急
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。

こ
の
お
２
人
へ
の
黙
祷
に
続
き
、
幹
事
を

代
表
し
て
Ｂ
組
河
尻
宏
史
さ
ん
の
挨
拶
と
乾

杯
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
開
会
と
な
っ
た
。

残
念
な
が
ら
欠
席
す
る
と
の
メ
ー
ル
を
頂

戴
し
た
喜
多
先
生
へ
、
参
加
者
全
員
で
寄
せ

書
き
を
行
い
後
日
お
届
け
し
た
。

一
方
、
卒
業
以
来
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た

Ｂ
組
の
古
川
（
旧
姓
・
菱
田
）
安
都
子
さ
ん

が
参
加
さ
れ
、
60
年
を
超
え
た
再
会
に
参
加

者
は
大
い
に
旧
交
を
温
め
て
い
た
。

平
成
26
年
春
の
叙
勲
で
Ａ
組
八
木
信
忠
さ

ん
が
瑞
寶
中
綬
章
を
受
章
し
た
の
で
、
皆
で

こ
れ
を
祝
っ
た
。
こ
の
八
木
さ
ん
も
完
成
に

尽
力
さ
れ
た
が
、
故
野
口
貞
義
さ
ん
が
最
後

の
が
ん
ば
り
を
見
せ
完
成
さ
せ
た
「
都
立
大

学
附
属
高
校
校
歌
･
寮
歌
･
応
援
歌
」
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
バ
ッ
ク
に
皆
で
合
唱
し
、
記
念
撮
影

を
し
て
解
散
し
た
。

今
回
の
名
簿
の
修
正
で
、
目
立
っ
た
の
が

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
新
規
取
得
、
し
か
も
女

性
が
目
立
っ
た
。
各
自
情
報
弱
者
に
甘
ん
じ

る
こ
と
な
く
行
動
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

（
田
中
誠
一
郎
・
記
）

　

日
時
：
２
０
１
４
年
11
月
８
日（
土
）

　

会
場
：
シ
ー
ボ
ニ
ア
・
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

参
加
者
：
33
名

５
期
生
（
昭
和
30
年
卒
業
）
の
同
期
会
が

４
期
生
の
集
い
２
０
１
５

第
５
期　

同
期
会

第
11
期 

同
期
会

第
23
期
還
暦
同
期
会

10
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同期会・クラス会・同好会レポート
来
賓
の
ご
挨
拶
は
地
学
の
先
生
で
水
泳
部

顧
問
を
な
さ
っ
た
久
野
猛
先
生
。
英
語
の
西

山
節
先
生
か
ら
は
お
祝
い
の
手
紙
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
恩
師
５
名
、
同

期
生
15
名
を
偲
ん
で
黙
祷
し
て
開
会
。

乾
杯
の
あ
と
は
楽
し
く
歓
談
、
は
じ
め
は

名
前
と
顔
が
一
致
し
な
か
っ
た
同
期
生
も
大

い
に
打
ち
解
け
、
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

幹
事
が
準
備
し
た
企
画
は
、
会
場
の
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
っ
た
ス
ラ
イ
ド
・
シ
ョ
ー
。
現

役
時
代
の
写
真
や
、
都
大
附
高
を
引
き
継
い

で
設
立
さ
れ
た
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
の
写

真
、
旧
制
府
立
高
の
写
真
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。
Ａ
組
小
野
義
廣
さ
ん
の「
わ
は
は
体
操
」

の
実
演
・
講
習
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
老
後
を
健

康
で
送
る
た
め
の
知
恵
を
身
に
着
け
ま
し
た
。

楽
し
く
賑
や
か
に
あ
っ
と
い
う
間
に
４
時

　

日
時
：
２
０
１
５
年
10
月
17
日（
土
）

　

会
場
：「
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
１
１
１
」

　

参
加
者
：
86
名

　

卒
業
後
初
め
て
の
同
期
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
都
立
大
学
跡
地
に
あ
る
「
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ

Ｏ
１
１
１
」
に
て
、
伊
東
先
生
、
大
石
先
生
、

第
24
期　

同
期
会

間
近
く
の
時
間
が
た
っ
た
同
期
会
は
、
５
年

後
の
再
会
を
約
し
て
、
次
回
幹
事
の
バ
ン
ザ

イ
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。		

（
平
出
英
夫
・
記
）
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船
山
先
生
、
久
野
先
生
を
お
招
き
し
、
総
勢

86
名
参
加
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

会
場
の
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
全
員
着
席
で
き

ず
、
３
分
の
１
の
方
は
立
席
で
し
た
。　

　

18
時
半
に
開
会
し
延
々
３
時
間
、
久
々
の

再
会
で
話
尽
き
ず
、
還
暦
を
祝
う
会
で
も
あ

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
高
校
時
代
に
戻
り
、

生
き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。　

　

都
立
大
学
駅
周
辺
は
景
色
が
変
わ
り
、
我
々

も
容
姿
は
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
高

校
の
頃
の
熱
き
想
い
は
変
わ
る
こ
と
な
く
大

事
に
し
た
い
と
実
感
し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ａ
組　

佐
野　

章
・
記
）

機
械
技
術
研
究
会
（
略
称
「
機
研
」）
で
は

例
年
鉄
道
記
念
日
に
一
番
近
い
土
曜
日
に
懇

親
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
昨
年
も
10
月
17

日
に
市
ヶ
谷
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ブ

オ
ー
ノ
」
で
開
催
さ
れ
、
１
期
生
か
ら
22
期

生
ま
で
、
総
勢
23
名
が
参
集
し
た
。　

１
期
Ｂ
組
小
野
寺
捷
洋
さ
ん
の
挨
拶
に
引

き
続
き
一
同
の
再
会
を
祝
し
て
乾
杯
。
そ
の

後
歓
談
・
会
食
に
移
り
し
ば
し
話
に
花
が
咲

い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
全
員
の
２
分
間
ス
ピ
ー

チ
と
な
り
、
各
自
持
参
し
た
映
像
上
映
を
交

え
て
説
明
に
耳
を
傾
け
た
。
写
真
の
中
に
は

そ
れ
ぞ
れ
が
在
学
中
に
撮
影
し
た
も
の
も
有

り
、
半
世
紀
前
の
詰
め
襟
学
生
服
姿
を
懐
か

し
む
場
面
も
あ
っ
た
。

本
年
も
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
参
加
の
３
期
Ｂ
組

鈴
木
謙
太
郎
さ
ん
が
撮
影
し
た
巨
大
な
ア
ナ

コ
ン
ダ
は
な
ん
と
３
ト
ン
半
と
い
う
こ
と
で
、

ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
の
乱
開
発
に
よ
り
時
折
こ

の
よ
う
な
巨
大
生
物
が
里
に
現
れ
牛
な
ど
の

家
畜
被
害
が
起
き
る
と
の
こ
と
。
そ
の
大
き

さ
に
皆
び
っ
く
り
し
た
。　

４
期
Ａ
組
手
塚
要
さ
ん
は
「
白
内
障
手
術
の

結
果
、
視
力
が
１
・
５
に
戻
っ
た
」
と
の
こ
と

で
、
昔
以
上
の
工
作
力
を
発
揮
し
て
制
作
し
た

運
転
音
シ
ス
テ
ム
内
蔵
の
超
小
型
タ
ン
ク
機
関

車
と
、超
小
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
を
持
参
し
、

運
転
実
演
を
し
て
皆
を
喜
ば
せ
た
。　

２
時
間
半
に
及
ぶ
楽
し
い
ひ
と
と
き
の
最

後
に
、
玄
関
前
で
記
念
撮
影
。
来
年
の
再
会

を
約
し
て
解
散
し
た
。

　
　
（
田
中
誠
一
郎
・
記
）

機
研
Ｏ
Ｂ
･

     

Ｏ
Ｇ
懇
親
会

2015宍戸.indd   11 2015/12/10   13:45



12

2016年（平成28年）1月15日　　　東京都立大学附属高等学校同窓会報

編
集
後
記

　

今
号
の
1
面
特
集
は
、
初
の

「
八
雲
が
丘
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
」
報
告
で
す
。
15
期
生
、

40
期
生
と
桜
修
館
1
期
生
が
一

堂
に
会
し
て
の
懇
親
会
は
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ

の
写
真
を
、
会
報
史
上
最
大
の

大
き
さ
で
掲
載
し
ま
し
た
。

　

昨
年
３
年
ぶ
り
の
同
窓
会
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
重
要
な

議
題
は
、
会
計
年
度
の
変
更
と

会
費
規
定
の
改
定
。
９
面
に
改

定
部
分
の
詳
細
を
掲
載
し
ま
し

た
。
５
面
と
12
面
を
併
せ
て
お

読
み
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
同
窓
会

の
財
政
基
盤
確
立
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

会
計
年
度
の
変
更
に
伴
い
、

次
回
の
会
報
は
６
月
末
ま
た
は

７
月
初
め
に
発
行
し
ま
す
。
原

稿
締
め
切
り
は
、
４
月
20
日
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

　
　
　

		

同
窓
会
報
編
集
委
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8
期　

須
田　

大
春

	

13
期　

宍
戸　

迪
武

	

14
期　

川
田　

秀
文

	

18
期　

北
原　

久
利

	

21
期　

根
岸　

之
夫

	

26
期　

嶋
津　

和
行

	

35
期　

石
川　

恵
子

訃	報　	謹んでお悔やみ申し上げます
社会 喜多　迅鷹	先生 2015年9月12日

１B 山田　　稔 2014年9月7日
２A 石井　保男 2015年1月23日
２A 加藤　　実 2015年3月1日
２A 北村貞太郎 2013年9月
２A 五味　保男 2014年4月
２B 武井　宏澄 2015年5月31日
３C 寺沢　悦夫 2008年
４A 斎藤　雄一 2015年4月12日
４B 服部　英樹 2014年7月17日
５A 長嶺　公成
５A 池田美知子 鴨野
５B 村井　昭彦 2011年1月28日
５B 山田　基久
５B 倉田　郁子 緒方
５C 鶴田　至誠
５C 西尾　文雄
５C 今野　夏子 林 2014年6月8日
５C 櫛笥真佐子 山森
５C 久住呂秀孝
５C 西川孝之助
５C 太田美穂子
７C 城村　賢二 2007年
８A 菅谷　幹彦 2015年6月14日
８B 宮崎　哲郎　 2015年3月11日
９B 岩田　和子 和田 2014年6月6日
10A 熊取谷　誠 2014年6月23日
10B 野口　建彦 2014年2月20日
11B 飯野　乾二 2013年1月26日
12B 岡本　道夫 2014年9月6日
15B 福島　一政
15D 中杉　武雄 2011年5月1日
15D 笹島しのぶ 桜井 2013年11月18日
16C 長　シズ子 飯田 2006年4月
17C 御子柴　滋 2014年11月
17E 川井　　博 1999年11月20日
19B 安部志津子 簑原 2011年8月4日
19D 谷口　早苗 百田 2013年5月16日
20D 水足由美子 津田 2013年6月12日
21C 寺田　弘司
23B 堀内　裕二 2013年10月1日
23B 蓜島　淳子 2008年8月
23C 金井　明子 三並
23F 日原　弘二 2005年
25B 由良　淳子 高木 2012年12月17日
28D 鈴木　邦宏 2014年8月9日
29B 高橋　卓哉 2015年4月11日
44C 須藤　郁子 1998年8月18日
同窓会事務局に連絡のあった方のみ掲載しています

２０１５年度会費の納入のお願い
　幅広い同窓会活動を展開するためには、同窓会の財政基
盤を確立していく必要があります。５ページの「事務局イン
フォメーション」にあるように、現在同窓会の収支は赤字基
調です。より多くの会員の会費納入をお願いします。

＜今回、対象外の方＞
　１期から６０期の卒業生の方で、昨年度および一昨年度
に３年会費５，０００円を納入された方。すでに終身会費を
納入された方。卒業後５年未満の６１期卒の方、特別会員の
先生方も会費免除です。
　今回納入をお願いする対象の方には、金額入りの払込取
扱票が同封されています。万一対象外の方で金額が入って
いたら、行き違いご容赦ください。

＜年会費は２，０００円＞
　同窓会会則・細則の改定により、年会費は２，０００円と
なりました。３年会費５，０００円、終身会費３０，０００円
は廃止されました。改定の経緯は５ページをご覧ください。

＜会費納入の方法＞
● ゆうちょ銀行、コンビニ
　	同封の払込取扱票をお使いください。

● 銀行振り込み
　　　ジャパンネット銀行　　

　　　すずめ支店（支店番号００２）

　　　普通預金　		 ６２７１３９８

　　　（口座名義）　トウキョウトリツダイガクフゾク

　　　　　　　　				コウトウガッコウドウソウカイ

ATMから振り込む場合は、振り込み人の名前を修正して、
名前の前に「卒業期・クラス」を入れてください。
　　　　　　					　（例＝１３Aトリツタロウ）
ネットバンキングご利用の場合は、ATMと同様に振り込み
人名を修正するか、通信欄に卒業期・クラス・氏名を入力
してください。

住所の変更、訃報、その他の同窓会への連絡は
下記のいずれかの方法でお願いします。
●インターネット
同窓会のホームページhttp://yagumokai.org/の
トップページ左側（ご連絡）Contactボタンを
クリックするとメールフォームが出ます
●郵送
〒152-0023　東京都目黒区八雲１－１－２
　　　　　　都立桜修館中等教育学校内
　　　　　　都立大学附属高等学校同窓会
または
〒152-0002　東京都目黒区目黒本町４－２３－６
宍戸方　都立大学附属高等学校同窓会事務局

事務局インフォメーション

同窓会への連絡方法
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